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■ 正の実数 a と自然数 n に対して，R の部分集合 A = {x ∈ R |x ≥ 0 かつ xn ≤ a } は上に有界であるこ
とを示せ．

（解） b = max(1, a) とおくと，

bn =

an > a (a > 1)

1n ≥ a (a ≤ 1)

であるから，すべての x ∈ A に対して xn ≤ a ≤ bn が得られる．また，非負の実数 x，y に対して，

xn − yn = (x − y) (xn−1 + xn−2 y + · · · + x yn−2 + yn−1)

より
xn ≤ yn ⇐⇒ x ≤ y

が成り立つことに注意すると，すべての x ∈ A に対して x ≤ b である，つまり，b は A の上界である．した
がって，A は上に有界である．
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